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　『本事詩』は唐末、僖宗・光啓2年（886）に成立し
たと序文にある。孟榮の編になる歴代詩話集である。
全41話を「情感」「事感」「高逸」「怨憤」「徴異」「徴
各」「嘲戯」の七項目に分類する。短編小説集といっ
た趣であり、詩が作られた事情や経緯、あるいはその
詩にまつわるエピソードを語るが、物語的な構成に
なっている。「日本国見在書目録』（891年成立）には『本
事詩』の名は見えないが、九世紀末、十世紀初には日
本に将来されていたと推定され、広く読まれた作品で
あると考えられる。
　『本事詩』の概要については内山知也の「孟桑と「本
事詩」について」（『階唐小説研究』木耳社、昭和52）
が成立、作者、内容にわたってもっとも纏りのよい紹
介であるが、これは注釈ではない。『本事詩』の注釈
は唯一『國繹漢文大成　晋唐小説』（國民文庫刊行会、
大正9年刊）があるだけである。これは書き下し文に
ごく簡単な語句の注を付しただけのものであり、作品
の正確な読解や解釈には不十分である。本文の誤りと
見られる箇所もあるが、校異や校訂はない。
　平安文学に対する『本事詩』の影響については、早
く山岸徳平が『伊勢物語』や歌物語の成立への影響を
論じた（「韓詩外伝及び本事詩と伊勢物語」（昭和22年）
が、概略の指摘にとどまり、山岸説を受けて福井貞助
や目加田さくをの論があるが、山岸説を超えるもので
はなく、平安鎌倉文学における受容についての研究も
ほとんど進展していない。その後も『本事詩』全体に
わたる注釈はなく、本研究ではこうした状況に鑑みて、
まず詳しい注釈を付ける作業を進めている。『本事詩』
の本文については内山知也の「本事詩校勘記」の本文
に従って注釈と通釈を付す作業を行っているが、校異
については国内の内閣文庫、静嘉堂文庫他の所蔵本に
ついて確認のための調査を行っている。
　特に注釈については、各話の歴史的背景を明らかに
することに努めている。編者孟榮は「前尚書司勲郎中
紫金賜魚袋」と序文に記している僖宗の高官であった
が、『本事詩』編纂の時には「前」とあるように官職
を辞していた。それは唐朝の滅亡に向かう乱世の中で
の一身の処し方であったと見られる。『本事詩』はそ
うした時代に成立したが、実際に収載された詩話もま
た多く混乱する時代背景と不可分な状況にあることを
示しており、政争に巻き込まれたり権力者の横暴に堪
える詩人たちの生き方を明らかにするためにも、また
詩作品の解釈のためにも、各詩話の時代的背景や人間
関係をできるだけ具体的に明らかにすることが不可欠
な作品だからである。
　また各話が類書に取られていることから、その類書
における扱い方との違いを調査、検討している。すな
わち同じ話柄であっても、何を強調しているか、どこ
に力点を置いて語っているかで、意味づけが異なって
くる。そうした類書との比較を通して、逆に『本事詩』
の特色が明らかになるが、また日本文学における「本
事詩』受容が原作のどこに注目したか、どのようなか
たちで受容したかという点を明らかにすることにもつ
ながる。注釈作業はこのようなかたちで進めている。
　注釈は「情感」第一を終わったところだが、概して
言うと颯諭詩的な社会批評の傾向があると思う。序文
が『毛詩』序を引いているのも、そうした作品の意図
を示しているのであろう。これが「事感」第二の作品
ではもっと強く現れるようであり、「事感」以降の各
話の分析を通して『本事詩』の性格を理解する上で颯
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諭詩的性格には注意していきたい。そうした課諭詩的
な側面は平安文学における受容では希薄なようであ
る。
　『本事詩』の受容については、『大和物語』の「藍刈」
謳、『源氏物語』「帯木」巻の「葎の門」の話が確実な
受容例であると考えているが、この他にも継子虐めの
話や妓女の話など、歌物語や説話との関わりを探る必
要を感じるものが多くある。従来は山岸徳平説に見る
ように、歌物語の成立に関わって問題にされてきたと
ころであり、それは重要な問題であるが、遡ると古く
江戸時代の儒者、斎藤拙堂『拙堂文話』に「伊勢物語』
は『本事詩』や『章台楊柳伝』によるという説が出さ
れていた。歌物語の成立についてこの方向で考えると、
唐代詩話を広く対象にして考察する必要が生まれる。
平安文学は唐代文学をどのように受容したのか、どこ
まで受容したのかという大きな難しい問題につなが
る。『本事詩』の注釈はそうした問題を念頭に置いて
進めている。
